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要旨 

 本稿は日本の介護労働者を対象として、かれらの主観的厚生と意思決定に対してどのような要

因が影響を与えるかを実証分析した。主観的厚生として職業生活全体についての満足度を用い、

どのくらい現在の仕事を続けたいかという就業継続意向と、現在の職場にどのくらい居たいかという

留保意思を分析対象とした。そして、それらを被説明変数として、詳細な満足度計 11 項目をおも

な説明変数としたうえで最小二乗法によって回帰分析した。分析の結果、職業に関するすべての

要素が職業生活全体の満足度に対して影響し、特に、就業訓練が最も大きな影響を与えることが

判明した。一方、就業継続意向と留保意思に対してはより限定的な要素が影響し、特に、職務に

ついてのやりがいが最も大きな影響を与えることが判明した。さらに、労働時間や余暇についての

満足度も強く影響することが判明した。したがって、介護産業における労働供給の安定化のために

は、就業時間中における OJT と余暇の確保、そして、それらを実現するための事業所の経営状態

の改善や労働者間のコミュニケーションの充実化が必要であると考えられる。 
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